
 

相談員（ソーシャルワーカー）ではない支援員としての社会福祉士が、 

知的障がい児者施設の支援チームの一員として 

『どんなソーシャルワークの専門性を発揮できるのか』を考える連続研修会です。 

 

第三部 知的障がい児者施設に勤務する社会福祉士交流＆研修会 

     日時 平成３０年３月３日（土）１３：３０〜１７：３０ （受付１３：１５～） 

     場所 札幌市厚別区民センター和室 C  （新札幌駅から徒歩５分）  

     後援 公益社団法人北海道社会福祉士会、公益社団法人北海道社会福祉士会道央地区支部 

     費用 ２，０００円  （定員３０名） 

     対象 知的障がい児者施設に勤務する社会福祉士、または関心のある方 

     内容 １、知的障がい児者施設に勤務する社会福祉士の様々な活動・実践の報告発表 

                ①成年後見人の活動…お互いの施設の利用者の後見人になろう！ 

               ②社会福祉士実習指導者…より良い人材を育て、障がい者支援の輪を広げる。 

               ③サービス管理責任者…ほぼ、ソーシャルワーカーです！ 

               ④ソーシャルワーク理論と施設支援…無意識に実践している SWの言語化を！ 

               ⑤支援員としてのソーシャルワーク実践…SW 理論で実践を語る。  他 

           ２、情報交換会 

               参加者同士、自由な交流の機会です。普段の悩みや疑問を聞いてみよう！ 

 

     懇親会 同日１８：００から新札幌駅周辺。（懇親会のみの参加も歓迎します！） 

             参加費 ３〜４，０００円程度 

 

 ＊参加申込は、２月２６日（土）までに、別紙申込用紙にて FAX かメールで 

お願いします。 

     

 

えふ社会福祉士事務所では、業務の一つとして「知的障がい者施設に勤務する社会福祉士のエン

パワメント」に取り組んでいます。今年度は、第一部「社会福祉士相談援助実習指導者研修会」  

第二部「知的障がい児者支援と SW 入門勉強会」、第四部「知的障がい児者支援と SW 実践勉強

会」を開催しました。知的障がい児者支援における SW 実践の言語化に取り組んでいます。 

 

主催・連絡先 えふ社会福祉士事務所   社会福祉士 古山明美 

                住所 〒０６１−１４３２ 恵庭市恵央町３番２２ 

                電話 ０１２３－３８－９２３７  iPhone ０９０－８３７１－９２８８ 

FAX  ０１２３－３８－９２３７   

                Mail  furuyamaakemi@gmail.com 

 

知的障がい児者支援とソーシャルワーク連続研修会 



 

 

知的障がい児者施設に勤務する社会福祉士の交流＆研修会 

 申込書 

申込日   平成  年  月  日 

 

施設名                                     

 

申込代表者                                 

 

施設連絡先 住所 〒                                

 

電話番号              FAX                

 

      Mail                                  

 

                 参加は〇、不参加は×を記入してください 

 

氏 名 

 

 

職 位 

 

交流＆研修会 

 

懇親会 

 

備 考 

     

     

     

     

     
 

通信欄 

 

申込は、平成３０年２月２６日（月） 締切 

Mail furuyamaakemi@gmail.com 

FAX  0123-３８－９２３７ 

mailto:furuyamaakemi@gmail.com

